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国立女性教育会館 女性アーカイブセンターでは、
2015年2月3日から7月24日まで、所蔵展示「喜美子さ
んちの家計簿」として、中村喜美子さんからご寄贈いた
だいた56年分の家計簿のほか、女性の生活史が見え
る資料を展示しています。
1
中村 喜美子 さん
1929（昭和4）年生まれ。長く神奈川生協の活動に
関わり商品開発や家計簿運動で活躍されました。
結婚以来60年以上家計簿をつけ続け、そのうち
56年分を女性アーカイブセンターに寄贈されました。
所蔵展示「喜美子さんちの家計簿」
に合わせ、家計簿、生活史に関する
本を紹介します。
2
私は家計簿を付けてない
けれども、家計簿はどんな
風に使われてきたのだろう。
家計簿からどんなことが分
かるのかな？
・『わが家の家計簿体験談 第5集』
貯蓄増強中央委員会編 貯蓄増強中央委員会
1959
・『わが家の家計簿・生活設計体験談 1,2』
貯蓄広報中央委員会編 貯蓄広報中央委員会
1995
実際に家計簿を使っている方の体験談が掲載
されており、家計簿をより身近に感じられます。
3
もっと詳しく知りたい方へ・・・
・『家計簿からみた近代日本生活史』
中村隆英著 東京大学出版会 1993
家計簿25例を時代ごとに分析し、それぞれの家庭
の生活史を記録しています。
時代による家庭の変化や、事情の異なるそれぞれ
の家庭生活を垣間見ることができます。
・『家計簿からみた私たちのくらし : 1989年
日本生協連全国生計費調査より』
日本生活協同組合連合会総合指導本部組織部編
日本生活協同組合連合会 1990
生協の家計簿を使った調査です。消費税導入など
があった当時の人々の声も掲載されていて、家計簿
と生活のつながりがよく見えます。
4
喜美子さんの歩んできた50
年の間に、どんな風に生活
は変わったのだろう。
冷蔵庫や洗濯機は今では
当たり前のモノだけれども･･･
5
・『働く女性を助けた「モノ」のあゆみ』
天野正子 女性労働協会 2003
中村喜美子さんの家計簿にも登場する電気洗濯機
や電話、ストッキングなどの｢モノ｣が、当時の女性に
どのように受け入れられ、女性の生活や社会を変え
ていったかを、当時の写真や広告などを交えて詳しく
解説しています。
“モノ”から見る
・『家電』
青山芳之著 日本経済評論社 1991
中村喜美子さんが電気洗濯機を買ったのは、昭和35年の
ことでした。
この本では、家電が一部の人々に広まり始めた大正時代
からの社会や人々の変化、家電の進歩を丁寧に紹介して
います。
・『誕生から死まで』
高度経済成長期を考える会編
日本エディタースクール出版部 2005
高度経済成長期と呼ばれる1960年代から1970年代初期
にかけての人々の生活を、誕生から死まで、育児や遊び、
就業や恋愛、結婚といった様々な切り口で丁寧に紹介して
います。
当時の流行にも触れ、写真も掲載されており、当時の
人々の生活が感じられます。
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